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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・委員会は4月中に発表となる予定。5/1スタートとなるため、委員会の日程を確認し、出席すること。また、年休等で出席できない場合には欠席届を提出すること。

・人事考課面接は全員終了している。人事考課面接で話し合った次年度の目標について作成しておくこと。

・部署懇談会について　　場所はどちらも古民家
5/7（月）出席者：慶長、柴葉、戸賀沢、鳥谷部、三國、佐々木　17：30開始

　5/9（水）出席者：藤田、馬場、工藤　　

・春の職員健康診断があるので、各自日程を確認しながら受けていくこと。

・5/16～6/15の勤務表を作成したので、年休等が正しく反映されているか確認すること。

・職員旅行（1泊）の日程が発表されている。日帰り旅行の日程はまだ発表されていない。

日帰り：大人⇒鳥谷部、戸賀沢、子連れ⇒工藤、佐々木

・6/16（土）青陽館大掃除実施。

　風呂場、網戸、窓の桟、冬にワックスを掛けられなかった場所（テレビ前優先）

・勤務変更　小嶋SGM：4/26（木）日勤→公休　　4/29（日）公休→日勤

・5/1（火）のカンファレンスで部署ミーティングを行うので、現場には最少人数を残して出席すること。留守番には出席者が内容を伝えること。その際、新年度のプログラムテキストの担当者を決める予定。

・5/1からの食事注文について

　5月中は「なごみ」からの配食となる。

　⇒発注方法には変更なく、従来通りWIZで入力。ただし、食事の変更は当日9：30厳守とし、悠湯の里（27-8888）に電話し、なごみにつないでもらう。

⇒刻み等の食数を間違えないようにしてほしいとの要望あり。
⇒料金は変更なし。5月はタクミライスへの注文も可能。
※6/1からの食事については現在検討中なので、追って情報を伝えていく。

・利用者様の担当が変更となるので、新しく担当する利用者様とは早めに面談し、目標等の確認を行っていくこと。

・4月の経過の作成は現担当者が行うこと。提出締め切りは毎月の経過の締め切りと同じ。

・新規利用者の疾患別診療計画書を作成する際、週4回以上利用する利用者は6ヶ月毎に医師の評価が必要となるため、注意すること。

[研修案内]

・臨床精神医学研究会　7/1（日）9：30～16：00　会場：コラッセふくしま（福島市）　

テーマ：認知リハビリテーションの理論と実践　　　　定員：40名（先着順）

参加費：3500円　申込締切：6/24（木）必着　希望者は慶長JGMへ

・子ども発達支援センター・子ども学習トレーニングセンター開設記念講演会

「なるほど！子育て論」　6/3（日）13：00～15：00　会場：ビッグパレットふくしま

定員：先着80名（事前申し込み不要）　　入場料：無料

・第9回東北精神保健福祉学会山形大会　9/30（日）9：20～16：30　会場：山形テルサ

「気づき、そして、つなぐ～多様化する医療・保健・福祉～」

［提出物］

・6月プログラムテキスト：5/10（木）までに提出すること。
＜利用者様情報＞

デイケア
・小林　司　　様～来所することなく、欠席の連絡もないため電話連絡をしている。本人より、「最近はデイケアに行くほど気分は落ち込んでないし、主治医にもデイケアには行かないって言ってあります」「最近はデイケアに行く必要が無いから行ってないんですよ」と話している。体調については、「気分の落ち込みもないし、問題ありません」と話している。電話口の声は明るくハキハキと話している。上記内容を主治医へ情報提供している。今後、本人とデイケアの利用について検討していく。

・掛端　洋之　様～本人より報告があり、5/8に復職予定となっていたが、現在の職場からお試しで仕事をしてみてから正式な復職になると言われたとのことで、6月頃からお試し期間が開始になる予定と話しているが、具体的な日程は決まっていないとのこと。復職までの期間が延びてしまったことについて、笑みを浮かべながら「ちょっとショックでしたね」と話しているが、体調を崩すことはないとのこと。復職までの期間はデイケアを続けて利用すると話す為、デイケアにて復職に向けた準備を継続し、気になることは相談しつつ、日程が決まり次第教えて欲しいことを伝えている。
・根地戸　恵　様～SWより情報提供が有り、現在東病棟に入院中だが、病棟に確認すると4/27（金）に退院予定とのこと。5/3（木）からデイケアが再開になるため祝日プログラムに参加予定となっている。
・寺地　啓喜　様～4/24（火）就労継続支援A型「東奥朝日ソリューション」の見学を行ったとのことで、昨日来所時、見学の感想と今後の仕事についての状況を確認している。見学についてはどのようなことを行っているのか見学したかったとのことで、今すぐ利用することは考えていないが、好印象を得たと話している。今後の仕事については弟様が利用しているさくら病院の特定相談員大舘氏に相談しており、施設利用に向けた手順は確認しているとのこと。しかし、本人自身体力面の不安があるとのことで、デイケアを利用して体力をつけてから仕事を考えていく予定と話している。自身で考えながら対応していることを評価し、施設利用について進展があった際には相談して欲しいことを伝えている。

・浅坂　政美　様～現在、北病棟に入院中であり、転倒リスクが高いことから、北病棟に入浴時の確認を行っている。北病棟では入浴時は見守りと麻痺側の介助を行っているとのこと。転倒リスクは高いが、転倒しそうになることはないとの情報がある。また、退院日は未定とのこと。昨日の体験利用では、歩行時に前傾姿勢になっており、転倒に注意するように声掛けしている。退院後の入浴をどこで行うのか、また、安全に入浴するためのサポートとして、障害サービスの利用が出来ないかSWに確認していく。

・三浦　繁雄　様～昨日本人から連絡がないため、スタッフから電話連絡をして状況確認を行っている。最初に母様が出て、「ずっと横になっているので、ただ一人で部屋で過ごしているよりもデイケアに行くようには話しているけど、あまりしつこくしてもダメだと思ってあんまり話し掛けないようにしています。前の日は「デイケアに行こうかな」と言ってるけど、朝になると「やっぱり行かない」ってなる日が多いんです」と話している。その後本人が出て、本日は頭痛も腹痛もないが体がだるいと表現しており、体のだるさの原因が薬の自己調整だと予想されるため、本日は指示通りに服用していると話している。今後も指示通りに服薬し、デイケアに参加して無理が無い範囲で日中活動するよう伝えられると「行こうとは思ってるんですけど行けなくて、それがまた負担になるんです」と答えている。夕方、外来看護師より情報提供が有り、ロフラゼプ酸エチル錠（２）とパロキセチン錠（１０）は1回1錠毎食後の服用だが、自己調整していいと主治医が話していたとのこと。本日も本人から連絡がないため、スタッフから電話連絡をして状況確認を行っている。母様が電話に出ており、本人へ電話を繋いでもらっている。体調について尋ねると「睡眠薬を飲むと、頭とお腹が痛くなるから、自分で減らして痛くなる犯人を捜してるんです」と話しており、薬を自己調整していた結果を尋ねると「結局どれを抜いても頭が痛くなるから、全部が悪いんじゃないかと思う」と話している。「全部飲まないで見ようかな」と話しているため、<全部飲まないとなると睡眠に支障が出てきますよ＞と伝えて、一人で悩まずデイケアに来て相談するように伝えて電話を終えている。

・猪石　和宏　様～4/13に体験利用しているが、感想について尋ねると正式利用になっても続けることが出来そうであると話しており、正式利用に関しては抵抗はない様子が窺えたが、その後利用についての連絡はなく、既に仕事を始めているとの情報もある。退院後すぐに仕事をはじめ、病状悪化し、入退院を繰り返しているため、今後の対応を検討していく。
・吉田　光良　様～本日午後に、妹様、病棟スタッフ、病院SW同伴で見学をしている。スタッフの説明を静かに聞いているが、小声で的を得ない発言をしており、本人から質問することはない。また、本人からデイケア利用の意思は聞かれないが、退院後の活動場所として通所施設を検討しているとのこと。体験利用が出来ることを説明し、今後青陽館を利用する場合には改めて相談して欲しいことを伝えている。

デイナイトケア
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供があり、本朝より表情硬く、自宅への電話要求が聞かれているとのこと。来所後は、声掛けには明るい声で返答しているが、あまり表情は良くない。幻聴や幻視については「なんもないよ」と話している。昼食後、「用事ある時、外に行くこと出来るの？」とスタッフに聞いており、外出は青風荘スタッフに相談する必要があると伝えると「そうなんだ」と話している。外出しなければならない用事があるのか尋ねると、「うん。ちょっとね」と答えており急ぎの用事ではない為、帰荘後に青風荘のスタッフに相談するとのこと。その後も、「なにか相談したいときは青風荘のスタッフにしなければならないんだ？」と話しており、外出などは青風荘のスタッフに相談する必要があるが、その他の相談は青陽館のスタッフにも相談出来ることを伝え、何か相談したいことがあるのか聞くと、「今はまだいい」と答えている。今後も訴えのあった際は話を傾聴し、所在確認を徹底していく。
・倉石　ヨシエ様～青風荘より情報提供があり、本日で排便なく8日目であるが様子観察をして欲しいとのこと。場合によっては青風荘スタッフが浣腸を施行するとのこと。また、歩行状態は安定しており、痛みを訴えることはないとのこと。来所後は促しで拒否はなく日課に取り組んでおり、スタッフが異動になることを伝えると「ほんとにか？さびしい」と話している。引き続き、排便状況や歩行状態を観察していく。

・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供があり、先日の外来受診にてレボトミン錠（5）3T→2Tへ減薬となっているとのこと。本日のデイナイトケアでは、静かに過ごしていたが、服薬の錠数について気にしており、減薬になっていることを説明している。上記内容を青風荘へ情報提供している。

・山田　隆雄　様～昨日午後から3度便失禁があり、更衣を済ませている。夕食の声掛けを青風荘スタッフとするが、大きな声で「いらない」と返答しており不食。18：15バイタルサインは、体温35.8℃、血圧141/92ｍｍHg、脈拍85回/分。熱いと話しており半袖になっている。何処が熱いのか確認すると、上半身と臀部と話しており、帰荘時間まで歩き回り落ち着かない様子が窺える。上記内容を青風荘へ情報提供している。本日青風荘より情報提供があり、昨夜も数回便失禁が見られており、リハパンを着用していたとのこと。今朝便について尋ねると「昨日よりよくなった」と話し、朝食を摂取していたとのこと。来所後にお腹の調子について尋ねると「まあまあだ。でも飯は食える」と話しているが、上着を脱いだり、歩き回ったりと落ち着かない様子が見られている。ミーティング前に上着を脱いで10分程トイレに籠っている。1回排便があり、下痢症状はないとのこと。引き続き体調を確認し様子を観察していく。

ナイトケア
・八木橋　牧雄様～昨日は普段通り来所し、スタッフと交流しながら過ごしており、普段夕食は残食していることが多いが、本日は全量摂取している。体調不良は特にないと話しており、バイタルサインは体温36.2℃、血圧127/90ｍｍHg、脈拍75回/分。体調変化を感じた際には相談するよう促すと「わかった」と返答。時間が経過しても不調を訴えることはない。

＜事例検討＞

カンファレンスシート（掛端　洋之様）

実施日：H30年4月26日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：斎藤

検討内容目標と計画の評価

	氏名
	掛端　洋之様
	性別
	男
	年齢
	49
	生年月日
	S44.1.4

	主病名
	統合失調症
	合併症
	高脂血症

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の習得、身体機能の維持・向上

対人関係の改善、作業能力・持続性の向上、病識を身に付ける

社会資源の利用

	本人希望
	就労の安定、病状の安定

	入院歴
	計2回（最終：H29.5.11～H29.8.10芙蓉会病院)　

	通所歴
	　1回目

	その他サービス利用
	なし

	住居：実家での両親との同居
	家族構成　父・母・本人・弟2人・祖母

	利用制度
	自立支援(上限1万円)
	他　

	備考：事例検討に必要な情報を記載

※現在職場に診断書を提出中であり、復職は6月になる予定。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	就労を安定して継続し病状を悪化させない。
	①継続して服薬を遵守し病状の安定に努める。
	①復職に向けて生活リズムの改善・体力の再獲得を目指す。
	こまめに面談を行い、復職に向けての現在の状態を確認しながら動機づけを図り病状の安定・復職準備を支援する。また出来ている点・不足のある点について振り返り現実検討を行い改善を促す。

	
	②思いを溜め込まず表現・発散する。
	②コミュニケーション能力の向上を目指す。
	就労支援プログラムへの参加を通して復職に必要な能力の獲得を図る。コミュニケーション能力の向上やストレス管理、作業遂行能力の向上を図り復職後の安定を狙う。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①復職に向けて生活リズムの改善・体力の再獲得を目指す。
	青森県庁に勤めているが平成30年度からの新部署への異動に伴い実家へ帰省し、同時に当院へ転院している。復職準備を目的にデイケア通所をH30.3.6より開始。日中を無為的に過ごしていることが多いとの事で復職に向け生活リズムの改善を掲げ、体力的な衰えを話しているため体力の再獲得も目標としている。通所初週参加後は1ヶ月ほど青森市のアパートの引っ越し作業の為欠席し、4月10日より通所再開している。欠席中も散歩をするなどして活動的に過ごしていたという。目標に合わせ各プログラムに参加しているが、感情表現が無く自分から意識して行動しているというような能動性はあまり感じられないのが現状である。
本人より報告があり、5/8に復職予定となっていたが、現在の職場からお試しで仕事をしてみてから正式な復職になると言われたとのことで、6月頃からお試し期間が開始になる予定と話している。具体的な日程は決まっていないとのこと。復職までの期間が延びてしまったことについて、笑みを浮かべながら「ちょっとショックでしたね」と話しているが、体調を崩すことはないとのこと。復職までの期間はデイケアを続けて利用すると話している。
	引き続き関係性作りに努め、本人様の思いを引き出しながら復職に必要な項目の再検討・動機付けを図っていく。

	②コミュニケーション能力の向上を目指す。
	対人コミュニケーションに関しては、表情変化は無く本人様からの言語的・行動的な自己表現はほとんど無く捉えどころの無い印象を受ける。面談形式とし、オープンクエスチョンを問うと時間を書けて返答するが短文である事も多い。業務上困る事は無いとの事だが、思いを探っていくと「緊張しやすさが有り本当はみんなと和気あいあいとやっていきたい」思いが有りコミュニケ―ションに関しての目標設定をしている。他者との雑談能力も向上を目指していきたいが、まずは基本的な挨拶や返事などの能力向上も図りたいところ。他者交流はほとんど見られていない。
	動機付けがうまく出来ていない事も有り意識改善につながっていない。互いの思いの共有から始めていく。




【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	就労を安定して継続し病状を悪化させない。
	①継続して服薬を遵守し病状の安定に努める。
	①復職に向けて生活リズムの改善・体力の再獲得を目指す。
	こまめに面談を行い、復職に向けての現在の状態を確認しながら動機づけを図り病状の安定・復職準備を支援する。また出来ている点・不足のある点について振り返り現実検討を行い改善を促す。

	
	②思いを溜め込まず表現・発散する。
	②コミュニケーション能力の向上を目指す。
	就労支援プログラムへの参加を通して復職に必要な能力の獲得を図る。コミュニケーション能力の向上やストレス管理、作業遂行能力の向上を図り復職後の安定を狙う。


